
令和2年2月7日（金）12：50～17：00

高崎シティーギャラリーコアホール

３００名（先着順）

１,０００円（資料代として）

強度行動障害は、その行動上の激しさなど表面的な印象に目を奪われがちですが、「周囲を困らせ
る」行動ではなく「本人が困っている」ことを周囲に知らせるサインであり、改善のために必要な関わ
りや環境調整を求めているメッセージです。そのメッセージを適切に読み取り、応じていくためには
医療と福祉の連携が欠かせません。
しかし実際の現場では、それぞれの領域でどのような役割を果たせばよいのか、機能的な連携をど
うすれば実現できるのか悩むことも多いのではないでしょうか？今回のセミナーでは、医療・福祉の
それぞれの現場での具体的な実践についてお話を伺い、今後の課題について議論したいと思いま
す。看護、支援等に携わる皆さまのご参加をお待ちしています。

日 時

会 場

参加費

定 員

会場・アクセス

高崎シティギャラリー
住所.高崎市高松町35-1
TEL.027-328-5050

高崎駅西口から市役所
を目がけて徒歩約７分

主催 独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

〒370-0865 群馬県高崎市寺尾町2120-2
URL https://www.nozomi.go.jp/

後援 厚生労働省 群馬県 高崎市（申請中）

第３回 国立のぞみの園福祉セミナー2020



プ ロ グ ラ ム
12：15 受 付

12：50 開 会 主催者挨拶 理事長 深代 敬久

13：00～14：30 基調講演
強度行動障害のアセスメントと対応

ー医療・福祉・教育の垣根を越えてー

独立行政法人国立病院機構

肥前精神医療センター

精神科医長 會田 千重 氏

14：30～14：40 休 憩

14：40～15：00 実践報告１
いくつもの事業所の短期入所と精神科病院の

入退院を繰り返していた利用者への支援

国立のぞみの園

生活支援部特別支援課

かわせみ寮長 伊豆山 澄男

15：00～15：20 実践報告２
行動障害へのチャレンジ

ー行動療法と重度訪問介護利用の経験からー

医療法人友愛会

千曲荘病院

副院長 安藤 直也 氏

15：20～15：40
実践報告３

入所施設で行った服薬調整における

家族、支援者、医療者の連携のハブ機能とは
看護師 根本 昌彦 氏

15：40～15：50 休 憩

15：50～17：00
ディスカッション

會田千重 氏 安藤直也 氏 根本昌彦 氏 伊豆山澄男

成田秀幸（のぞみの園診療部長） 司会 日詰正文（のぞみの園研究部長）

17：00 閉 会

お申し込み先 FAX：027-320-1368
申込み締切日：令和２年１月１７日（金）

FAXによる申込受付後、受講券を送付させていただきます。なお、申込み締切日以
前に定員になった場合はその時点をもって締め切りとさせていただきますので、お
早めにお申込み下さい。

国立のぞみの園研修・養成課
TEL：027-320-1357 【担当】木村、長井お問い合わせ先

参 加 申 込 書

受付番号ふりがな
お名前：

所 属：

参加券送付先（ 自宅 ・ 勤務先 ） 該当する内容に○印をおつけください

〒

TEL： FAX：

配慮事項： 車椅子 手話 その他 該当する内容に○印をおつけください。


